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概   

要 

技術概要 

 ポリエステル繊維を織製した高延性材をポリウレタン系一液性無溶剤接着剤により、構造用合板の釘打ち部（際）に設

置して釘を増打ちする工法。 

技術の特徴 コスト 

・ 釘が合板を切り裂いたり、釘頭が合板を貫通することなく耐力壁の強度、靭性

を向上できる。 
サンプル構面 29,810 円/kN 

・ 既に施工した構造用合板に対しても適用できる。 
設計見積り例 51,600 円 

・ 特殊な工具や技能を必要としない。 

公的機関による技術評価・性能証明 実験実施機関 

 機関名 （一財）日本建築防災協会  （公財）日本住宅・木材技術センター 

（一財）建材試験センター 
 評価番号  DPA-住技-38-2 その他 

 評価書の有効期限 2025 年 6 月 13 日   

仕   

様 

適用範囲 写真・図 
構法 木造在来軸組構法、伝統的構法、枠組壁

工法、立面的な混構造の木造部分 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※先に SRF 補強材を貼り付けた構造用合板を軸組に 75mm

ピッチで釘打ちする方法も可能。 

 

規模 3 階建て以下 

基礎、地盤 特になし 

適用部位 外部壁、内部壁 

その他 壁長さ：600mm 以上 
壁高さ：3000mm 程度 
柱寸法：90mm×90mm 以上 

  

主要構成部材の仕様 

 高延性材：ポリエステル繊維 
SRF100W45（厚さ 0.9mm、幅 45mm） 

接着剤：ポリウレタン系一液性無溶剤  SRF30 
構造用合板：厚さ 9mm 以上 12mm 以下 

  
耐震補強性能 

評価仕様：在来軸組構法大壁 
壁基準耐力 壁基準剛性 

10.2kN/m 1760kN/rad./m 
  

設計方法 
 ①柱接合部による低減： 

  診断基準による 
 ②劣化による低減： 

  診断基準による 
  
施工者指定 
 ＳＲＦ木造研究会木造施工部会会員の建設会社、 

工務店、及び大工に限る。 

木造講習会受講者が品質管理を行う。 

  

その他 
 精密診断法 1 による評価が可能 

 
 

 

 評価シート 

ＳＲＦ補強完了 

構造用合板 

※SRF 補強材上より 

釘増打 N50＠150 

SRF100W45 

SRF30 で接着させる 

釘：N50＠150 

SRF100W45 

SRF30 で 

接着させる 

※SRF 補強材上より 

釘増打 N50＠150 
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釘増打ち 

構造用合板 

SRF100W45 

45 
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仕   

様 

壁基準耐力・壁基準剛性 一覧 

木造 SRF 壁補強工法の仕様及び性能 

既存木造住宅

の構法 

本工法による 

仕様 

壁基準耐力 

（kN/m） 

壁基準剛性 

（kN/rad./m） 

N 値計算用の

等価壁倍率 

在来軸組構法 

および 

伝統的構法 

大壁 10.2 1760 5.2 

真壁 9.9 1760 5.0 

継手間柱真壁 7.5 2000 3.8 

上下開口耐力壁 6.4 1065 3.2 

枠組壁工法 耐力壁 11.8 1985 6.0 

 

木造 SRF 壁補強工法の仕様及び性能（間柱なし・土壁限定） 

既存木造住宅

の構法 
本工法による 

仕様 
合板の 
向き 

壁基準耐力 
（kN/m） 

壁基準剛性 
（kN/rad./m） 

N 値計算用の

等価壁倍率 

在来軸組構法 

および 

伝統的構法 

大壁 
縦 8.8 1565 4.5 

横 6.0 1568 3.0 

大壁(上下開口) 縦 3.6 614 1.8 

真壁 
縦 9.0 1507 4.5 

横 6.1 1568 3.1 

真壁(上下開口) 縦 3.6 657 1.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙：壁基準耐力・壁基準剛性 一覧 

構造用合板 

構造用合板 

構造用合板 

継手受材 90×30 以上 

正面から見て 90mm 

釘：柱に対し 2-N75 

SRF100W45 

SRF30 で接着 

釘：高延性材 SRF100W 

45 の上から N50＠150 

以下で増し打ち 

構造用合板 
600～1000 
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SRF100W45 

SRF30 で接着 

SRF100W45 

SRF30 で接着 

上下開口 

Hc≧0.8H 内 

 

構造用合板 

受材 40×30 

正面から見て 40 

釘 N75＠75 

SRF100W45 

SRF30 で接着 

構造用合板 

釘：高延性材 

SRF100W45 の 

上から N50＠150 

以下で増し打ち 

上下開⼝となる間柱無・耐⼒壁 [真壁] 在来軸組[⼤壁] (間柱無・合板横) 真壁受材の施⼯例参考図 

※注意事項 

土壁を削る場合には、 

土壁の壁基準耐力は、 

算入しない。 

また、土壁の N値計算 

用の等価壁倍率は算入 

することとする。 

 

土塗り壁撤去部分 

注：既存の貫・小舞竹は 

撤去しないこと 

斜め打ちの場合には、 

35mm 以上の打ち込み 

深さを確保できる長物 

の釘を用いること 

構造用合板 

土塗り壁 

貫 小舞竹 
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受材(四周)40×30 以上 
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